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令和６年度 第２回
建設工事等における入札・契約制度の改正説明会

—— 建設関連業務 ——

（１）一般競争入札の適用範囲の拡大について

（２）総合評価落札方式における評価内容の改定について



1

一般競争入札の適用範囲の拡大
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一般競争入札の適用範囲の拡大

一般競争入札の適用範囲拡大

○ 入札参加機会の確保や公正な競争環境の構築を図るため、一般競争入札の
適用範囲について段階的に拡大してきたところである。

○ 現在は測量業務は５百万円以上、建設コンサルタント他の業務は１千万円
以上を原則適用としているが、更なる入札参加機会の確保等を図るため、令
和７年４月から建設コンサルタント他業務の一般競争入札の適用範囲を５百
万円以上に拡大するもの。



総合評価落札方式における評価内容の改定
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業務成績の評価基準の改定

○ 「企業評価」及び「技術者評価」の「過去２年間の同種業務の成績」を令和７年度から
「過去５年間の同種業務の成績」に対象期間を拡大する。

○ 「企業評価」は最高点を令和７年度から平均点へ変更する。

契約課HPの入札参加資格承認者名簿
※ 業種毎（測量、建コン、地質調査、用地補償、建築設計）の平均点を表示
※ 平均点に錯誤がある場合は、契約課へ連絡・修正を行う。

例：○○点 令和2年1月1日から令和6年12月31日までの平均点


